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◎筆

SAA委 員会 根 本 続 守

会長 大松 説二

ロータリーの |四つのテストJを t)う 度 読み直してみ

ましょう:好=と友情を深めようと呼び力Hナていますt

意見の連し,よ認め合つて、それでも会員は大きなH標 (奉

仕と翻コヘ向かつて、もう一度心を合わせていきたいと

思います=改めて 会員増強の推進をお願いしますtまた

欠席の多い会員アヽ声を掛けていただきたい

◎群鶏浩 幹事 藤 本 吉 文

4月 11日 (日)の 親睦旅行には集合時間厳守願います

(14日の例会は 11日に振り替えでtl

回覧 :東京稲城RC週 部、サルガド展の奨学生σ】ま想文、

多摩市 陰 福祉協議会より社協法人化 抑 周年記

念福祉バザーヘの協賛のお礼 (チャリティー収益

終額!まYⅢ 8, 237-)

日韓親善会議報告言

◎次年度会務報告     次 年度会長 菊 池  敏

木日例会後 (pml135よ り)校 選早与会を宇務局に

おいて開催します

4月 21日 ,m6100よ り第2引拐垂クラブあ議会を

会長 大松 競二

的 盛 」

ソングリーダー 吉 沢 洋 景

会長 大松 流エ

カウンセラー  秋 匿 道郎 様

Otwr Dewtt Challes若

理事長 弓 場 孝 章 標

専務理事 同 田 一 枝 様

訂1専務理事 阿 部  核  様

村林にて開1窪いたしますので 各 委員長は御出席願いま

す!委員長久府の場合は代理の方の出席をお願います

◎多摩青年会調琉 「恒例 わ んぱく相抱 案内

5月 22日 (J開 催

多摩青年会議所 理 事長 馬颯

専務理事 問 田

創専務理事 阿部

【委員会報告】

◎出席報告        出 席委員会 杉 回  誠

全員総数    43名

出席義務千数  42名 (出席免除者 1名)

出席者数    30名

欠席者欺    12名 に輸耐4ビ 2名)

出席率  76 19%

欠 席 子 !足立潤二郎、萩生回政由 萩 生回茂夫

平野 行 康、加藤喜二郎、北村 ヨ ラ、

J ll  正  菅 井 信 夫、濁   昇 、

口島真由美、高木 i車光、高野 範 放

補墳MU:J域  章 員 4/6 東 京i川 こぶしRC

高木 淳 光 4ヤ  被 選理亭会

口島真由美 4/2 東 京町HlくC

3/24 最 終訂I出 席率 80 9591
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[例会も]京 =ブ ラザホテル多摩 たまつ まさ4磨

〔例会日]● 毎週水曜日1230 ● 月の最終例会1330

〔会 長 ]大 松誠二 〔辞 事 ]議 本吉支

[クラフ会報番員長〕赤尾森雄 〔副夜員長〕正房正孝

[委 員 ]遠 議二劇 平野行度 佐伯和匿 澄川昇 高木淳光 白井氏司 」ヽ日泰機

再生祇lt用



◎ニコニコ日OX   親 建活動委員会 内 回  な

大松 誠 ニ メ キシヨからのお客様、ようこそ。日本の

春を楽しんでくださ↓L

藤本 吉 文 メ キンコの汽′>年交換来日学生オリバー

デュウェイ チ ャ‐ レス君のお話、楽しみ

でi

赤に 恭 維 チ ャー,レス君、卓話を楽しみにしていまi

菊池  敬  お 客様、ようこそc

藤原 正 範 暫 く休んで申し訳ありませんでしたので…

伊澤ケイ子 桜 ふぶきのトンネルを気持ちよくたりぬけ

(4て きました

″ ,′ヽグスを我々 鉢 Fこ′ 筋 古″

予定の放浪期間の5年にはま

だ3ヶ 月残つていたが、弁護士

を開業するために、ボールはシ

カゴに来た.

当時のシカゴは大変不景気だ

った ボールは景気の悪いこと

1ま■偲 はしていたが、胸民して

いるH寺より悪ヤヽとは思わなかっ

た。ボ‐ レは不景気を乗り切る

村上  久

′1林ヽ 和夫

津守 弘 範

の合計¥16, 500(累 計¥710, 061)

◎卓話 『メキショと私の家族、生活の紹介」

勘 キ竣鞍卓生 Ohけ 醜w軒 飢 arles君

(ホストクラブ:東京目立RC)

カウンセラー秋FFL道郎様の学年紹介後 ス ライド映像

旅行、雨が降らないよう
に
私、祈ってまi"

近頃 ヒ グレニナルトナミダガ出ルノヨ.

肯イホールノシャンデリアガ恋シクテ.

端ヽ 開で判 より春は良いです'■ 移動例会

は売念ですが欠席で

お木代のつり銭で'1

先日は誕生祝ありがとうございました

3月誕生祝ありがとうございま,1 4月 8

日はお釈迦標の誕生日です

を変えて母国の

家族や学生生活

を来日後抜ヶ月

で覚えた日本語

で語る.

エキスパー トだと思つていたので、資しいながら自分

の才党を解使したつ jヽりだつF_ しかし 弁 護士開業に

は予想以上の困難に会った.弁 護士の看板を出すことは

容易なことだつナ■ その看板が大勢の目にとまるとも思

オ,なかった力Sま さ力押蔀兄さ″しると|ま思| もヽしな力】った

お客は全然来なかったt

裁半晰 の実務になれるために 裁 コ何,こ行つて夜遅く

まで訴訟記録キ判例を榊当長時間に二って読んだが、相

変わらずお客は来なかつた.他 の若い弁護士とも話して

みたが、 うまい手tiなかった。彼等の中によ資亡を持っ

ている人や有力な規威 友 人を持つている人もいたが、

ボールのように忠没曽調している人もい/ そ の悪戦古

闘の結果、やがてボ‐ レは弁護士協会、記者クラブやボ

ヘミアン ク ラブの会員になったり、商業会議所でも活

躍するようになった.

しかし ホ ールは都会生活の中で非常に寂しい思いを

してr たヽ 特に休日や日曜日には恐ろしヤ‖まどl■胸きに

妻われ'■ 形式抜きで友達付合いしたり、若い,建 と知

り合う方法はないものかと考えた

ボー′叫士望郷の合にかられて散郷に帰ってみた 者、

お世話になったジョージ伯父さんがラトランド秋まで出

迎えてくれ 馬 Ⅲで家まで連れて行つてくれた.伯 父さ

んはまだ医者をゃっていたが、奇る年波で万事暢気にや

つていた

ラトランドに着いて翌日、従兄弟のマティーと一緒に

馬車でウォリングフォー ドに出掛けた クリーク通りを

行くと、どの山がりれに )ヽ者の思い出があんでいた.あ

の 10月 、祖母の葬列が通つていたのもこの道だったの

た

ボー′叫ょ、その日、ウォリングフオードの旅館に宿を

取り、友達と旧交をi品めたり、思い出の場所を訪ねたり

した=オ ンタ~)|レ〕鉄橋のそばにあった水遊び場、素敵

な思い出のフォクス池、十水の床J、チャイル ド|に 付近

のFや 山には全部行ってみた.勿 論、少申 村代を'但ごし

た我が家、祖父母が眠るグリーンしル墓地は言うまでも

期
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任
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なく、すべての融 出ヽを辿ってみたc

(ヨーナー担当1赤尾 恭 胸

″・ハグスを影 体 に′ ′ケを打

シカゴに戻つたポールは、相変わらず屈辱に廿んじな

ければならなかった。平日にはガッカリすることもあつ

たが、良いことが一つあった.そ れは仕事のせしさで自

分のことを考える暇がなかつたことだった し かし、日

曜日なと林 日には寂しくて身を持て余した 日曜日の朝

は下町つ協会に行けば気も紛れたが、午後はずつと独り

ぼっちで、故4Fvのニューイングランドの谷間の緑や優し

い 日友の声を思い出していた。市内のパヨを散歩しても、

公園は人工的で、行き交う何千という人々の中に一人と

して顔見知りはなく、ポールの心は満たされなかった。

知らない人ばかりが集まっている所にいると、無限の大

地や大綱京の中に放り出されたような枝しさに襲われた.

どんな有名な音楽を聞いても気分は晴れず、徒に故郷の

自然と人々の暖かさを思い出すだけだつた

あるロ ポ ールはミシガン師 の舶 に参力『して

みたが、船は大人や子供で満員のため解胸まを味あうこ

とはできなかった。 ドイツ14W、 スカンジナビア料理、

イタリー料理などのレストランで食事をしてみても満足

感は味わえなかった。たまに知り合,Wまできても本当の

友達はできなかつた.

ボ‐ レには大切なものが一つ大けていたcそ れrヨさを

計せる真の友達だった 哲芋吉エマーソンは 「千人の友

達を持つていても、一人も手放すことはできないJと 言

つているが シ カゴに居を構えたポールには千人はおろ

力坂達は一人もいなかった

ポールは考えた。この大都会ンカゴには 自 分と同じ

境退の人が何罰 可千といて同じ経験をしている。彼等が

自分と同じように友達を求めているなら、そこから何か

が生まれるはずだと思った

ある晩のこと、ポールは同業の知人に誘われて郊外に

ある彼の家を訪ねた。夕食後、二人で散歩に出掛けたが、

店の前を通るたびに、彼は店の主人と名前を呼び合って

挨拶をしてい亀 ポールは、はたと、ニューイングラン

ドのウォリングフォー ドのことを思い出した。同時に、

この大都会シカゴで、各構の職業から政治や宗教の立場

を離れて、お互いの意見を大ら力寸こ認め合えるような人

を一人ずつ選んで親睦団体を創ったら、という構想が浮

かん亀 もし、このような団体ができれば、お工しヽこ助

け合える筈だと思った

(コーナー担当 t赤尾 木 雄)

《ロータリーの友創刊号に論説として書力れた1)ので、

筆青は東京南ロータツークラブ(昭和25年 8月宿1立)の初

代会長を務められた方でi》

ロータリー・クラブに入って3年、ロータリーと(J可か、

未だ十分に心に染み込まないが、書物も読み、地区大会

にも参加し、内部の活動を見、外部からの批評モ)聞いて
一貫精神を感じない訳ではないが、何となく混沌として

統一の無い(Dのを感じる.私 達が今やつていることが非

常に表両的なところを動いているだけではないか、ロー

タリーの電合にひたむきに飛び込んでいると言えるであ

ろうかとの疑惑が常に身につきまとう。理想と現実との

違い 国 情や社会事情の違いで画 」性を計ることの無理

があり、結局大きく唱えて、小さく行うのそしりは免れ

ないようで丸 旦那の昼食会かと錯克または 悪 評もあ

る.然 し私が最もロータリーの好きな″キ 他にどんな欠

点があって(D、ロータリーが好きなキ は奉仕の精神で

i私 はロータリーの玉の中、奥深くに「本仕の理想Jの

大の玉があり、その●lRlに無数の「奉仕の種 が浮いてい

て、それは共に動き、流れて、あの大空の曇のようなモ)

のを想像していま丸 その「奉仕の包 の一つ一つが中心

の「奉仕の理想Jに焦くをあわせているのでi

ポール タ リヽスも申して居りま丸

この世の中は常に変連するt我 々は変遷する世界と共に

変遷する用意がなければならなし、 ロータリーの物語は

幾度も、幾度も書き替えなければならないであろうて「春

仕の行白は時と共に動き、変わるでしよう.然 し、その中

心の火の玉「本仕の理想Jはかわらないの立

(ロータリーの友創刊号より)

(コーナー担当!遠藤 iJD

★ 「ロータリーの友J拾 い読みコーナー☆

4月号  《言いたい聞きたい》より

『ロータリーの友』を読んでいますか?

東京八王子南RC 坂 本 後雄 氏

クラブ雑誌委員長会議を、年に一可、開かれる地区は

多いと思いま丸 「今まで 『友』を読んでいなかつたが、

雑誌委員長に任命されたので、やむを得ず読むようにな

つたJという出席青も多いようでiい ぎ読んであれ!よ

このすばらしい 『友』を、入会以来読まなかったの力車ほ

やまれるという半面、「彫』 はロータリーの機関紙 1情

報誌なのに、粋塩ざ とr剖■喜だJと か 「表紙にも何とな

『ロータリー弓8調』  入門編
哺ム観 ロータリー瑞縛J 奇球麹



く抵椀まがあるし、左開きは横組、右開きは縦組で桐戎

がよくないJと いう声も耳にしまiこ うした意見への

回答は、『友』二〇〇二年一月号 (彫剥 話創千」五十周年

記念均 に詳細に述べられていま丸 表紙は、たコ1当初

から工大が続けられていることがわかりますし、伝統的

な,拘 や和歌の掲載には、縦書きが優れているもので丸

彫剥 の縦組みは会員からの投稿文が主で 会 員自身が

つくり 会 員自身が盛リトげるベージ、横組みは国際ロ
ータリー (RI)か らの指定記事やガバナー座談会、ガ

バナー、RI理 ヨ 各地I委員長らの情熱にあふれた文

章で埋まっていま
‐
孔 楠組みは主に、ロータリーについ

ての情報や解説などがその内容なので
‐
屯 一九五 二(昭

和二七)年 、日本のロータリーが拡大のため第六十地区

(東日莉 と第六一地区 (西日本)に 分かれた転 西地

区ロータリアンの意思の疎通 ・共通のロータツーの機関

紙 情報誌として 同則 は発刊されまし7_敗 戦後 窓

ガラス()なく、床がでこばこな焼け跡のヒレレの一生で、

先人の編集委員たちが 『友』の編集に努力し、出来上が

ったという経緯をもつ機関紙 ・情報誌 (雑詰)で i当

時、神戸 大 阪 岐 阜 仙 台からの編集委員は電化して

いない汽車に乗り、 トンネル内で顔を煤で真っ黒にし、

十四～十五時間力寸)て編集委員会に集まり、 ロータリア

ンにふさわしい雑誌にしようと懸命でした そ加か ら五

十一引司、北海道や刑‖から集まった編集委員とスタッ

フ、約六0人 で伝統と歴史ある 『友』を編集し 毎 月発

行していま
‐
il読 まれざるベストセラーJな どと言わず

に、ぜひ、一度目を通してみてくださし、

(ヨーナー担当!高木 淳 光、正房 正 詢

【85才 な迎えた私とロータリー ・クラブ】その2

2002年 6月 10日  記

和歌山ロータリー ・クラブ 竹 中 泰 三 様

和歌山女子刑務所携帯乳児に関する碁仕活動は、井関

久楠会長、私が社会筆 員長の時だつたが 昭 和29

年 7月 1日付で当時の」VR去務大巨から和歌山ロータツ
ー ク ラブに感融状 を頂いており、大臣からの感訪状 は

後にも先にもこれが 一度だけで、頭から離れません。

そもそもこの本仕活動の発端になったのは、刑駒テ長

で、改三日庸子所長が日本で初めての女性の前長でした

その三田所長と私の姉が、日本女子大学で同じ学校だっ

たため、姉と共にお日に掛かりに行ったのが赤ちゃんに

対する奉仕の始まりでした

最初に始めた対11よ、赤ちゃんの 「おむつ」作りでし

た。戦後のため力純綿の布が少なく、私が自転章で会員

のお宅をまわり 裕 衣のお古を頂き そ れを浜寺にいる

姉と家内が 「おむつJの 大きさに切り、ミシンで |おむ

つJを 作り抑勝所へ持って行つたのが、和個人の奉仕の

ナ合まりでしたc

その後も=口 所長との問系で、共を殺した殺人犯の仮

出所をお手伝↓Hこ雇つたこともあり、汗1務所内の女子囚

人を全員講堂に集め、ロータリー ク ラブとは'日何なる

会かを、30斜 司ほどお話しした経験もありま,■

私は65才 頃より不治の同則芦の 「細 莫色索変性症J力S

出始め、現在は前方だけはよく見えるのですが、た右上

下は7度か8度 くらいしか見えず、真っ晴でi

そのため、ロータツーの会合を始め、他の会合にも出

席できず、ただ30年 近く早朝に歩き続けている和歌山

城公園の道だけは、何と力歩 けるので助かつていま
‐
先

しかし、一番売念なこと|ま、お世話になったロータリ
ーにJ&返 しが出来なくなつたことですが、最近は耳も

遠くなり困っていますが、補聴器は私には合いませれ

奉仕活動のできぬ会員は、真のロータリアンでないか

ら退会すると堤君に言つたら、あなた|】国人的に財回法

人 「竹中養派会Jと いう立派な奇英事業をやっているで

はないか、と退会を止めてくれた堤君に感訪すのほかな|、

「竹中表源会」は源助親父が創ってくれて、日1キで6

0周 年になり、私が引継いでからでも40年 にもなり、

利用していただいた学生諸君はOBを 一緒にfa■ ま80

0人 を超えましたが、これtDロータリーの故小中パスト

ガバナーや故広口善人さんが役員をしていただいたお陰

であり、それ以後、中谷 弘 さんにもそ受真をしていただ

き、現在では堤さん 島 村安昭さんのご両人にも役員に

なつていただいているお陰でありま抗

再びロータツーの話に戻りますが、 1961年 、ロー

タリーインターナショカ レの世界大会がアジアで初めて

開催されることになり 束 京の晴海に決定した

その前、 1960年 、米国フロツ翔HIマイアミで世界

大会があり 初 めて開催される東京大会に一人でも多く

参加していただくために、日本全国から約50名 のロー

タリアンで参加することになり、私は我がクラブの抑 鳥

神さんと白浜の故口中一也君と共に波米した。私にとっ

ては初めての渡米だったため、色々なことがありました。

以前に、例会でお話しさせていただいた記憶があるので

省略させていただきますが、当時、′ヽワイ空港は木造建

物だつた時代で、飛行機を待つのに外でベンチに座って

待つた頃の話でi

さて、 1961年 の東京晴海の世界大会で最も感激し

たことは、昭和天皇、J言 両陛下が我々ロータリアンの

会場にご臨席いただいたことで、40年 間経った今でも

頭に焼き付いている事柄の一つでi (次 々号に続く)

(コーナー担当 t刃己 木 雄)


